
（ク）課題番号８課題分野：Ⅲ 課題名：「薬用作物（ヤマトトウキ）の生産振興」対象：宇陀市薬草協議会 計画期間：H29～31農林振興事務所名：東部農林振興事務所普及指導事項 活動内容 活動成果薬用作物の産地振興 栽培講習会の開催、巡回 ヤマトトウキ栽培面積62a→78a、生葉指導、採種指導、実証圃 生産量1t→1.3t、根生産量400kg→650設置等 kg、苗生産本数35,500本→80,000本総合評価（コメント）Ａ：５名■初年度ということで、多くの課題を発見できたことが成果と考えます。ただ、トウキだけでなく宇陀市と薬草の取り組みを広く支援してあげてください。■地域の特産物として取り組まれており評価できます。■県の推し進める戦略の中で、重要な位置づけになっていると思われるので、頑張って頂きたい。■計画、活動の実施、成果、おおむね適切である。■今後の課題に積極的に取り組んでもらいたい。Ｂ：１名■製粉業者からの大口需要もあるとのことで、今後も生育技術の確立と省力化などで生産拡大を図っていってほしい。
普及指導計画への反映状況等■本課題は平成３１年までの３ヵ年計画であるので、継続して取り組んで行く。次年度は定植後の枯死株発生の対策としての現地対策圃の設置、機械収穫における作業受委託を加えて取り組んで行く。製粉業者からの需要のある生葉生産については、株間を狭めての密植栽培等、生葉生産に特化した栽培に取り組む。


